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1. 2-APNの重合物中に存在すると考えられるモノマ一及びオリゴマー性化合物として， 2 -AP 
N , 2 ， 2' ーイミノジプロピオニトリル (2 ， 2' -1 D P N )とその誘導体(アラニンのイミノ化合物)，
イミノジカルポン酸及びC-末端にニトリル，酸アミド又はカルボン酸を持つアラニンのペプチド等
を調製し，イオン交換クロマトグラフィー (1 E C) における溶出位置を決定した。
2. 1 E Cではニンヒドリン反応陰性物質は検出できないので，上述の標準試料及びN- (1- カルボ
キシエチル)ジアラニン等についてトリメチルシリル (TMS) 揮発性誘導体を調製し，ガスクロマ
トグラフィ一一マススペクトロメトリー (GC-MS) により，標準マススペクトルを測定した。
3. アセトアルデヒド，シアン化水素及びアンモニアを混合して調製した液状の原料混合物 (2 -A P 
N 35.6重量%， 2,2' -1 D P N 38.2%，アンモニア 8.9%) を 5 0Cで 10年間反応させて， 2-APN
の低温重合物を得た。この重合物をイオン交換クロマトグラフィーにより中酸性 (A -C)，弱塩基
性 (D-F) 及び塩基性区分 (J) に分画し， J が主成分であることを認めた。 A ， E 及び J は更に













う実験的詮明はされていない。本論文は α- アミノニトリルとして 2-アミノプロピオニトリル (2 -







( 2 -A P N 35.6% , 2 ， 2' ーイミノジプロピオニトリル 38.2%，アンモニア 8.9%) を 5 0Cで10年間反
応させて重合物を得，イオン交換クロマトグラフィー，ゲルろ過により分画後，上記分析法を用いてア
ラニンのジケトピペラジン ジアラニン トリアラニンテトラアラニンおよびこれらアラニンオリゴ
ペプチドの種々の誘導体が生成していることを確認した。
以上本論文は原始蛋白質の生成機構として考えられる重合反応を実験的に行い，その重合生成物中に
オリゴペプチドの存在を詮明したものであり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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